


概要
• 国立研究開発法人情報通信研究機構（理事長:徳田英幸、以下
NICT）と自然科学研究機構国立天文台（台長：常田佐久、以
下NAOJ）は包括協定を令和元年12月に結びました。

• NICTとNAOJは過去10年以上に渡って共同研究を行い、世界
最高性能のテラヘルツ帯超高感度超伝導受信機の開発に成功
しました。

• これらの開発によってアルマ望遠鏡の天文観測は実現し、巨
大星誕生現場に糖類分子を発見するなどいくつもの科学成果
を生み出しました。

• 今後はお互いの強みを生かしNICTとNAOJの連携で次世代技
術開発を進めていきます。

• 同時に人類共有の財産である周波数資源について議論を行う
ことで、電波天文学と人々の生活の便宜も共に犠牲にしない
共存と共栄を実現していく建設的な関係を築きます。









参考：

• テラヘルツ帯超伝導受信機：

https://alma-telescope.jp/news/press/mt-06-2

• 高精度基準光源：

https://www.nict.go.jp/press/2010/11/15-1.html

• アルマ望遠鏡：

https://alma-telescope.jp/

• 周波数割り当て計画：

https://www.tele.soumu.go.jp/j/adm/freq/search/share/plan.htm




